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論文内容の要旨
【目的】
日本は米国に比べて肥満者が少なく，肥満の程度も軽いと報告されている。しかし最近では，欧米型の生活様式が
普及してきたことなどにより，日本人の肥満者の割合は年々上昇する傾向にある。肥満が高血圧の重要な危険因子の一
つであることは，既に多くの国際的な報告によって明らかにされている。
しかしこれまでのところ，日本人の肥満と血圧の関連について，年齢，飲酒量，尿中ナトリウムおよびカリウム排池
量等の交絡因子を，厳密に標準化した方法により確認し，考慮して分析された研究は報告されていない。
そこで本研究は，血圧と関連を有するとされる前記の交絡因子を，標準化した方法により確認し，考慮のうえ，日本人
の肥満と血圧の関連を明らかにすることを目的として実施したものである。
【方法】
対象は，大阪，富山栃木の日本の 3地域において，性年齢別に無作為に抽出した 20歳--59歳の受診者である。 3地
域の対象集団は，それぞれ大阪の事務系労働者，富山の工場労働者および栃木の農村地域の住民である。各対象集団か
ら，それぞれ 200 名(男子 100 名，女子 100 名)づ、つ受診者を抽出した。 3地域合わせた受診者のうち，解析の段階
で降圧剤内服者を除き，残りの男子 274 名および女子 284 名を本研究の最終的な調査対象とした。
検診は 1985年に実施した。検診項目は飲酒に関する問診，体格計測， 24時間蓄尿による尿中電解質排池量の測定お
よび血圧測定である。
飲酒量はエタノールに換算して，一日当たり平均飲酒量を算出した。体格に関する因子として身長と体重を計測した。
24時間尿中電解質排池量は，蓄尿の開始時刻と終了時刻を確認することにより，蓄尿時間を補正して求めた。血圧は，
測定のたびに O点が変動し測定者の主観が入らないランダムゼロ血圧計を用いた。排尿後 5分間の安静を守り，座位
の姿勢で 2回血圧を測定した。分析には 2回の血圧の平均値を用いた。
なお，本研究における問診，計測および測定については，国際共同研究として参加国32 カ国の間で統ーしたマニュア
ルのもとに実施した。
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肥満の指標として，体重を身長の二乗で除して求めた Body Mass Index (以下 BMI と略す，単位は kg/ぱ)を用
いた。各群の人数がほぼ同数になるように男女それぞれについて BMI の値にもとづき対象者を4群に区分した。すな
わち BMI の値の小さい方から順に，男子は Q1 群 (BMI 亘 20.7 : 68 名)， Q2群 (20.8 < BMI 豆 22.5 : 69 名)， Q3 
群 (22.6 < BMI 亘 24.4 : 68 名)， Q4群 (BMI> 24.4 : 69 名)，女子は Q1 群 (BMI 亘 20.2 : 70 名)， Q2群 (20.3
<BMI 孟 2 1.6 : 71 名)， Q3群 (2 1.7 < BMI 孟 23.4 : 70 名)， Q4群 (BMI> 23.4 : 73名)のそれぞれ4群である。
4群の最大および最小血圧の平均値ならびに年齢，飲酒量，尿中ナトリウムおよびカリウム排池量の平均値について
分散分析法により比較を行った。また年齢，飲酒量，尿中ナトリウムおよびカリウム排池量の補正をおこない， 4群の最
大および、最小血圧の平均値について共分散分析法により比較を行った。ついで， Student -Newman -Keuls 法に
より 4群の最大および最小血圧の平均値の多重比較を行った。
さらに，男子274 名と女子284 名のそれぞれについて，最大および最小血圧を従属変数とし，年齢， BMI ，飲酒量，
尿中ナトリウムおよびカリウム排池量を独立変数とする重回帰分析を実施して，血圧と BMI の関連を分析した。
【成績】
男子の最大血圧の平均値は， BMI の値の最も小さい Q1 群から順にそれぞれ 117.8mmHg , 117.9mmHg , 119. 
9mmHg , 124.4mmHg ，同様に最小血圧の平均値はそれぞれ68.9mmHg， 68.3mmHg, 72.5mmHg, 77.3mmHgで
あった。 4群の男子の最大および、最小血圧の平均値にはそれぞれ分散分析法において有意差がみられた。 4群の男子の
飲酒量，尿中ナトリウムおよびカリウム排池量の平均値にはそれぞれ分散分析法において有意差がみられた。また年齢，
飲酒量，尿中ナトリウムおよびカリウム排池量を補正要因として，共分散分析法により 4群の男子の血圧の平均値の比
較を行ったところ，最大および、最小血圧ともに有意差がみられた。
さらに男子について， Student -Newman -Keuls 法を用いて各群間の多重比較を行った結果， Q4群の最大および
最小血圧の平均値が他の 3群 (Q1 群， Q2群および Q3群)のいずれの平均値と比べてもそれぞれ有意に高かった。し
かし， Q1 群， Q2群およびQ3群の 3群問で血圧の平均値を比較すると，最大および、最小血圧ともにいずれの群聞にも有
意差はみられなかった。
女子の最大血圧の平均値は， BMI の値の最も小さい Q1 群から順にそれぞれ 112.4mmHg ， 110.7mmHg , 110. 
8mmHg , 118.9mmHg であり，最小血圧の平均値はそれぞれ64.9mmHg， 64.1mmHg, 65.5mmHg, 72.7mmHg 
であった。 4群の女子の最大および、最小血圧の平均値にはそれぞれ分散分析法において有意差がみられた。 4群の女子
の年齢，尿中ナトリウムおよびカリウム排池量の平均値にはそれぞれ分散分析法において有意差がみられた。また年齢，
飲酒量，尿中ナトリウムおよびカリウム排池量を補正要因として，共分散分析法により 4群の女子の血圧の平均値の比
較を行ったところ，最大および最小血圧ともに有意差がみられた。
さらに女子について Student -Newman -Keuls 法を用いて各群聞の多重比較を行った結果， Q4群の最大および
最小血圧の平均値が他の 3群 (Q1 群， Q2群および Q3群)のいずれの平均値と比べてもそれぞれ有意に高かった。し
かし， Q1 群， Q2群およびQ3群の 3群間で血圧の平均値を比較すると，最大および、最小血圧ともにいずれの群聞にも有
意差はみられなかった。
重回帰分析の結果，最大血圧に対する BMI の標準化偏回帰係数は男子が1. 128 (P < 0.001) ，女子が 0.611 (P < 
0.05) で男女ともに有意な正の値を示した。また，最小血圧に対する BMI の標準化偏回帰係数は男子が1.230 (P < 
0.001)，女子が 0.695 (P < 0.01) で男女ともに有意な正の値を示した。
【総括】
血圧に関与すると考えられる年齢，飲酒量，尿中ナトリウムおよびカリウム排池量を標準化した方法により確認し，
これらの交絡因子を考慮して，肥満の指標である BMI と血圧の関連について検討した結果， BMI は交絡因子と独立し
て血圧と有意な正の関連を示した。とくに， BMI の値について高位四分位区分に属する者の血圧の平均値が男女とも
に高値となっていた。
このことから，欧米人に比べその程度は軽いとはいえ，日本人の肥満は血圧の上昇に関与していることが示唆された。
したがって，高血圧の予防と治療の観点からは，肥満の指標である BMI の値を適切な水準に保つ必要があると考えら
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れた。
論文審査の結果の要旨
日本人の肥満と血圧の関連について，これまで血圧と関連を有するとされる年齢，アルコール摂取量，尿中ナトリウ
ムおよびカリウム排出量を，厳密に標準化した方法により確認し考慮して分析された報告はない。
そこで本研究では，標準化した方法にもとづき，血圧に関与すると考えられるこれらの交絡因子を考慮のうえ，日本
人の肥満と血圧の関連を明らかにすることを目的として実施した。
分析の結果，肥満の指標である BMI は交絡因子と独立して血圧と有意な正の関連を示した。とくに， BMI の値につ
いて高位四分位区分に属する者の血圧の平均値が男女ともに， BMI の値にもとづいて区分した 4群のなかで最も高値
であった。
このことは，欧米人に比べその程度は軽いとはいえ，日本人の肥満は血圧の上昇に関与していることを示唆するもの
であり，高血圧の予防と治療の観点から，血圧に対する肥満の重要性を示した当論文は，学位に値するものと認める。
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